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温度上昇、体積膨張
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塩化ベンジル     トルエン
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                図13発振器
加：Ar・レーザー，Ti：SOsc：皿3・側203レーザー，S：分光器，PD：フォトダイオード．
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（b）    一input
         －Output
     一1．0   ＿0．5   0．0   0．5    1．O  ＿2    ＿1    0     1     2
           time！Ps             wave1en帥h1nm
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          図19 ナノ砂時問分解シャドーグラフ撮影システム
（a）外観写真．（b）ブロック図．S：電動シャッター，L：レンズ，F：532nmカット用フィルター．
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レーザー照射  過渡表面凹凸の発生過渡表面凹凸の成長 表面の盛り上がり
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図33 ナノ砂時問領域における液体塩化ベンジルの過渡吸収スペクトル（〈a）一（c））と波長320nm
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    図35 ナノ砂時間領域における液体トルエンの過渡吸収スペクトル（（a）一（c））と
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5土 に る フレーション  ’ の 目
表1高濃度溶液の溶質濃度
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ダー）には研究遂行にあたり多くの御支援を賜りました．また副主任研究員一ノ瀬暢之博士（現
大阪大学産業科学研究所助手）には有機光化学に関する貴重な御教示を賜りました．また研究員伊
藤民武氏にはよき共同実験者として，またフェムト秒248nmレーザーパルスの時間幅に関する計
算において，さらには本学位論文作成にあたり多大なるこ協力を賜りました．ここに心より厚く御
礼申し上げます、
 川尾満志氏（現島津製作所）には本学位論文第5章における実験においてよき共同実験者とし
て多くの御協力を賜りました．ここに心より感謝いたします．
 坪井泰之博士（現京都工芸繊維大学繊維学部助手），古谷浩志博士（現東京大学先端科学研
究所博士研究員），渡邊一也博士（現分子科学研究所助手），堀田純一博士（現北海道大学電
子科学研究所助手）をはじめとする増原研究室卒業生の皆様には，貴重な御意見を賜るだけでなく，
多くの励ましの御言葉を頂戴いたしました．ここに心より御礼申し上げます．
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 吉川裕之氏をはじめとする増原研究グループの皆様には研究室における日々の生活でお世話に
なりました．ここに感謝の意を表します．
 増原研究グループ秘書笹部昌子氏，阿井千賀子氏には事務的な面で大変お世話になりました、
ここに謹んで感謝いたします．
最後に，これまで私を支えてくれたすべての方々に心より感謝いたします．
ありがとうございました．
1998年12月
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